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(No.582) 第8話 使い分け 

－喫煙していると味とニオイに鈍感になっている... 

 左のグラフは２０１８年４月に、ある調査会社がインターネットを通じ

て、全国の２０～６０代男女２万人にタバコや禁煙に関する調査をした結果

です。  

 喫煙者は１９．３％で、５人に一人しかタバコを吸っていないわけです。

そんな「現在、タバコを吸っている」と答えた５００人に、吸っているタバ

コの種類を尋ねると、紙巻きタバコが８７．２％、加熱式タバコが３９．

４％という結果がでています。両方合わせると１００％を超えるのはどうし

てでしょう。 

 じつは、一番下のグラフが示すように、メインで吸っているタバコの種類

では、紙巻きが７７％、加熱式が２２．６％だと言うのです。つまり、両方

を使い分けている人がいるわけです。  

(No.583) 第9話 味とニオイ 

－喫煙していると味とニオイに鈍感になっている... 

 タバコを吸い続けると、味やニオイに鈍感になることを知っているでしょ

うか。下図にあるようにタバコの煙に含まれるニコチンやタールは、舌の表

面にある味を感じる細胞や、鼻の奥にあるニオイを感じる細胞に悪影響を与

えます。すると、タバコを吸わない人なら感じるはずの味やニオイを感じる

ことができなくなり、悲しいことに喫煙者たちは食べ物の本来の味やニオイ

を感じていない事を知らないまま生活しているのです。  

 ところが、タバコを吸うのをやめて４８時間を過ぎると、味覚や嗅覚が回

復し始めます。だから禁煙に成功した人達は、「食事がおいしくなった」と

か「他人のタバコのニオイがすぐわかるようになった」という経験をするそ

うです。  

 タバコを吸い始めてしまうと、こんな所でも損をしてしまいますよね。  

(No.584) 第10話 マナーからルールへ 

－これからは「ルールを守ってタバコを吸わない」... 

 日本には「健康増進法」という法律があります。「国民は生涯にわたって

健康の増進に努めなければならない」という条文を掲げて２００２年にでき

ました。生活習慣を改善し、発病を予防する事に重点を置いているので、タ

バコについても触れられていましたが、「受動喫煙をなくすよう努めなけれ

ばならない」とした努力義務でしかありませんでした。しかし、その法律が

改正される事が昨年決定し、「屋内原則禁煙」となり違反者には罰則が課せ

られるようになりました。下図は、これを広報するために厚生労働省が作成

したＨＰの画像です。  

 

なくそう！望まない受動喫。 マナーからルールへ  

 

マナーを守ってタバコを吸う時代から、ルールを守ってタバコを吸わない時

代へ入りました。  
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